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介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会 
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第１２４号 
【 平成３０年１月１日 】 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
会
員
各
位
、
支
援
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
順
調

に
事
業
展
開
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
当
会
が
設
立
さ
れ
て
二
十
周
年
の
記
念
の
年
で
し
た
。 

会
員
の
交
流
を
主
目
的
に
し
た
、
さ
さ
や
か
な
講
演
会
、
交
流
会
を

開
催
で
き
ま
し
た
事
な
ど
設
立
以
来
、
尽
力
さ
れ
た
多
く
の
先
輩
の

皆
さ
ま
に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
も
、
ご
指
導
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

更
に
、
六
年
半
前
の
「
東
日
本
大
震
災
」
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
会

員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
も
、
改
め
て
お
悔
み
、
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
秋
、
震
災
遺
構
『仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
』に
行
っ
て
き
ま
し

た
。屋
上
か
ら
荒
浜
地
区
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
、
子
供
の
頃
海
水

浴
で
遊
ん
だ
深
沼
海
岸
を
見
て
、
何
と
も
言
え
な
い
郷
愁
が
襲
っ
て

き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
風
化
さ
せ
な
い
活
動
に
、
時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
高
齢
者
の
『閉
じ
こ
も
り
』が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
三
十

歳
、
四
十
歳
代
の
『ひ
き
こ
も
り
』も
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

『ひ
き
こ
も
り
』と
は
？ 

内
閣
府
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
「
半
年
以
上
に
わ
た
り
、
自
宅

や
部
屋
か
ら
出
な
か
っ
た
り
、
趣
味
の
用
事
や
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
に
出
か

け
る
ほ
か
は
、
外
出
し
な
か
っ
た
り
す
る
人
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
内
閣
府
は
、
全
国
の
十
五
歳
～
三
十
九
歳
の
調
査
で
、
約

五
十
四
万
人
に
昇
る
と
の
推
計
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。 

引
き
こ
も
り
期
間
は
、
七
年
以
上
が
約
三
十
五
％
と
最
多
で
し
た
。 

こ
の
調
査
は
、
長
期
化
、
高
年
齢
化
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
実
態
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
調
査
や
長
寿
祝
い
金
な
ど
で
、
個
人
宅
を
訪
問
す

る
機
会
が
、
多
い
の
で
す
が
、
「
在
宅
勤
務
」
な
ど
と
称
し

て
、
若
い
人
の
在
宅
が
増
え
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。 

「
就
労
支
援
４
４
歳
ま
で
拡
充
」
、「
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト

高
年
齢
化
」
な
ど
、
新
聞
の
見
出
し
が
躍
っ
て
い
ま
す
。 

総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
十
五
歳
～
四
十
四
歳
の

『
無
業
者
』（
仕
事
を
せ
ず
家
事
や
通
学
も
し
て
い
な
い
人
）

は
、
二
千
十
六
年
時
点
で
百
万
人
、
五
歳
ご
と
の
内
訳
で
は

四
十
歳
～
四
十
四
歳
が
葯
二
十
三
万
人
で
最
も
多
い
。 

「
働
き
方
」
を
巡
っ
て
、
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
社
会
的
基
盤
を
確
立
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
労
働

環
境
の
整
備
を
強
く
望
み
た
い
。 

 

最
後
に
「
情
報
の
公
表
」
訪
問
調
査
、「
地
域
密
着
型
外
部

評
価
」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」
等
の
調
査
評
価
活
動

か
ら
“
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
”
に
向
け
、
評
価
調
査
機

関
と
し
て
よ
り
一
層
の
信
頼
を
得
る
よ
う
研
修
の
充
実
と
人

材
育
成
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

更
に
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進
に
向
け
友
誼
団

体
と
連
携
し
、
今
年
も
継
続
し
て
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

私
た
ち
も
社
会
的
に
有
意
義
な
活
動
を
し
て
い
る
自
覚
を

持
っ
て
、
健
康
に
留
意
し
て
、
引
き
続
き
、
『
頑
張
ら
な
い

け
ど
、
諦
め
な
い
』
を
合
言
葉
に
、
今
年
も
会
員
並
び
に
関

係
者
各
位
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
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活動体験のなかから①会員になったきっかけ、②調査に同行して感じた事、③主任調査員・調査員を

経験して、④介護・福祉について思う事、⑤趣味・特技 についてコメントを寄せていただきました。 

新調査員を迎えて 
 

活動の更なる充実を・・・・・ 
 

①「日本語ボランティア」の仲間の高

野さんと島田さんの紹介を受けて。 

②受講中ずうっと「私に出来るのだろうか？」と考えてい

ました。覚悟を決め、当日、先輩調査員の、相手先との対

応の仕方(言動・行動など)を目にして「習うより慣れろ」

という事と理解しました。 

③「介護サービス情報の公表」の調査員としての仕事は

まだ２度ですが、調査員としてこの制度の中身を知ると

共に事業者としても調査を受ける事で中身の点検、質の

向上につながって行く事、そして制度を利用しようとする

人、している人にとっても大変意義ある事だと思います。

これからの人生にとって「生き方」についても大いに学ぶ

ことの多い仕事だと思います。 

④介護保険対象年齢になりましたが、中々その中味の理

解が出来ておりませんでしたが、今回調査員研修の中

で、その経緯・実情等を知ることが出来ました。私をも含

め、どれだけの人々が身近に迫り来る介護の事それに伴

う福祉のことを理解しているのだろうか？これらの事を

多くの人が理解し、利用できる為のツールが「介護サービ

スの情報の公表」の制度だと思いました。 

⑤七宝焼き・布ぞうり作り・パステルアート・遊墨アート・マ

ジック等 リンパマッサージ 

 

員として、４年間勤務していた生活介護施設で先輩の川

村さんから誘われたことがきっかけであります。 

②グループホーム及びデイサービスに初めて入った時の

印象は、入居者や利用者の方々が思っていた以上に明る

く、穏やかに過ごしているように感じました。 

また、働いている職員が一人ひとりの思いを汲み取り、そ

の要望に応えようとしている姿を垣間見て素直に感動を

覚えました。 

③初めて調査員として参加した際、メモし易いように事前

に準備をしていたつもりでしたが主任と管理者の質疑・応

答をメモることに大変苦労しました。 

そのメモを後で読み直したら何を書いたのか判別できな

い所もあり、今後もう一工夫する必要があると考えてい

ます。 

④職員の処遇改善は少しづつは進んでいるようですが、

現場で一生懸命働いている職員の姿を見ていると、もっ

ともっと待遇を良くしてあげたいと思います。 

福祉政策（介護保険含む）は少子高齢化の影響で、毎年の

ように改正され、事業者にとっては年々、職員の確保も含

め経営の困難さが増しているよう感じます。 

⑤趣味は園芸（1 年中庭に花を欠かさないことが目標）、

特技はどこでも眠れることです。 

 

①私が入会することになったのは、昨

年3月までシルバーセンターの派遣社

①点訳ボランティアの先輩、菅原道憲

さんからの声がけからでした。何か社

会参加できる事あるかと考えている所でした。 

②それぞれの分野で頑張っている人は一杯居るんだな

あと改めて感じました。 

③諸先輩と同行し、同じ質問でも一人一人、入り方進め方

とても勉強になりました。ホームの方を元気づける声がけ

ができたらと思います。 

④テルウェルでヘルパーもやっていますが、介護を受け

る側にもっともっと自分のしたい事、してほしい事声に出

していいんだよと言いたい。申し訳なさそうにありがとう

の声ばかりで本当の気持ちはどうなんだろうと。 

⑤着物リメイク・小物作り・点訳ボランティア・古布人形作り 

 

①調査員の田中由里子さんからお誘

いを受け決意しました。 

②まだ数回ですので今は緊張の連続です。 

③調査をするにあたりスムーズに進めるには、きちんと準

備をしていかないと迷惑おかけすると感じました。 

④高齢化社会に進む中、介護・福祉はとても重要で、時代

にあったサービスや考え方が必要だと思います。 

⑤散歩（街・森林）、音楽鑑賞 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かどうかは別として、昔少しだけ介護の世界に携わり挫折

した経緯もあり関心のある活動でしたので参加させて頂

きました。 

②２事業所の調査に同行させて頂きましたが「有、無」の

調査の前に、まず管理者又は対応して下さる方々との穏

やかな会話の大切さを第一に感じ、調査に入ってからは

事実の「有、無」を協議したり、事業所からの疑問や意見

があったりで、スムーズにことが進まない時の対応の仕

方を学ばさせて頂きました。 

③調査員として２回しか活動しておりませんが、２回とも事

業所の都合で１時間遅れで始まるなどハプニング続き

で、始める前のドキドキや不安が一気に吹き飛び主任調査

員に導かれながら連携プレーで切り抜けられました。トラ

ブルや判断に迷った時などに二人で調査に伺う意味が分

かった気が致します。 

④介護される人、介護する人両者が幸わせでなければ成

り立たない世界だと思っております。 

⑤野球観戦 温泉と蕎麦街道巡り カラオケ 

 

①人の紹介で初めて一万人市民委員

会の存在と活動を知り自分に出来る

①長年介護関係の仕事に携わってき

て、母の介護のために仕事をやめまし

た。何か介護関係で介護をしながら出来ることがないか

と思い、一万人市民委員会の会員になりました。 

②調査に同行して感じたことは記録の大事さと、それに

伴う書類の多さにはびっくりしました。 

③調査員になり施設を訪問して感じたことは、どこの施設

も皆、入居者のことを思い、一生懸命になっていることが

ひしひし伝わってきました。また、その施設により色々な

特徴があることを知り勉強になりました。 

④介護について思うことは、一言、大変な仕事だと思い

ます。一人一人の思いを大事にしていく事は、わがままに

なってしまう事もあり、その事についていくには、本当に

大変な事だと思います。 

⑤旅行（日々のストレス発散のため） 

 

①昨年の秋、ある視察研修後の宿舎で

同室となった伊藤さんから、一万人市民

委員会で活動している内容を聞き、なんとなく調査事務に興

味がわきその夜に紹介をお願い致しました。今年２９年度調査

委員養成研修を受講することができました。 

②２ヶ所の事業所に同行しました。はじめての事業所では調

査項目について双方のやりとりがよく理解できない事があ

り、もう一度研修資料を読み返そうと思った。次の事業所は

文書及び書類の管理がきっちりしており調査項目の必要資料

提出に滞りがなく、相手方の協力があることを感じた。 

③主任調査員伊藤さんと２ヶ所の事業所に調査訪問をしまし

た。どちらも調査資料どおりの確認が出来ました。調査を終え

て思うことは、調査は事業所の理解と協力を得て行います

が、主任調査員による調査前の関連書類等の事前準備をお

願いし、当日の調査の進め方など重要な役割があることを

認識させられた。 

④これも福祉活動？町内に「手作り友の会」という会があ

る。３年前活動を支える人から誘われ手伝うことに。みんな高

齢となり開催日当日の準備ができないこと。私の担当は開催

日に集会所の鍵を町内役員宅に取に行き、集会所を７時３０分

に開け、会場の設営（テーブル・イスを並べる）と、１２時００分

に帰るのを見届け鍵を閉め返すこと。 

⑤６３才から山登りに再チャレンジしてます。きっかけは友人か

ら誘われ、岩手県にある標高１９１７ｍ早池峰山（日本百名山）に

挑戦して所要時間３時間５分山頂に立つことができた。山登

りの理由は人それぞれですが、一人登山は無理と考え登山

愛好会に入会、同世代の会員もおり、春から秋の季節月１回は

登山を楽しんでいる。 

 

①高齢者と呼ばれる年代になり、介護・

福祉をもっと身近に知っておくべき時が

来たと感じていた時に、認知症の方々が暮らすグループホ

ーム情報を公表しているサイトがあり、その為に調査する活

動があることを知った。福祉を体系的に学んだことがなく、

現場に足を運び知識を取得する方法もあると考えた。 

②福祉のプロの皆様に逢いお話を伺い、真摯な姿勢で調査

に臨まなければならないと感じた。 

③介護職に従事している方々は、お世話をしている皆様から

感動をもらったり、励まされることもあると、また、自分の特

技を生かし皆様に癒しの時間を持ってもらうようにして居る

等と話しており、支えるだけのお世話だけでなく、支えても

らってもいるんだと感じた。そして、利用者の皆様が快適に

暮らせるように、気配り目配りがとても大切という姿勢に頭

が下がる思いだ。 

④地域コミュニティで介護予防活動を充実させていくこと

が大切と思う。 

そして、自分自身で要介護年齢を引き上げるべきと思う。ま

た、要支援となった方が住み慣れた地域で安心して生活が

できるよう、顔見知りの住民が生活支援ボランティアとして

活動できるような取り組みが浸透されるべきと思う。 

⑤そば打ち 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～～～ ご 存 知 で す か ？ ～～～ 

あ な た の 地 域 の 福 祉 活 動 
生活支援・介護予防サービスの 

更なる充実に向けて 
 

すべての高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、高

齢者自身が生活支援の担い手として社会的役割を持つことにより、

生きがいや介護予防にもつながるよう高齢者の社会参加を促し、生 

活支援・介護予防サービスの更なる充実に向けて、地域の中に生きが

い・役割をもって生活できるような居場所と出番づくり、支え合い助

け合い等各種各様の支援活動や地域づくりに取り組んでる団体を紹

介します。 

 

認定ＮＰＯ法人 【 グループ ゆう 】 <泉区南中山> 

認定ＮＰＯ法人 【 あかねグループ 】 <若林区遠見塚> 

 
仙台市若林区にあるあかねグループは、１９８２年１０人の有志により任意

のボランティアとして誕生し、幾多の変遷を経て活動を進め、２０１７年２

月で創立３５周年となりました。 

 

出会い・ふれ合い・学び合い・そして支え合い、誰もがいつまでも住

み慣れた地域で、安心して暮らしていける街づくりをめざし、支え

合いの活動をしています。 

 

あかねグループの事業と活動 
 

●配食サービス事業 

 主に 65 才以上の高齢者を対象に、栄養バランスの良い手

づくりの配食サービスを毎日行っています。 
 

●居宅介護支援・訪問介護サービス／介護予防・日常生活支

援総合事業 

 高齢者を社会全体で支え合う「介護保険制度」に基づき、

在宅で安心して暮らしていけるよう支援しています。 
 

●ファミリーサポート 

 介護保険の適用されない方へのヘルパー派遣、乳幼児の

託児サービス、庭の手入れ等様々なサポートを行っています。 
 

●「あかねサロン」 

地域の交流・情報発信の場として、事務所１階に軽食・喫茶ル

ーム「あかね食堂」を開いています。 
 

●「ふれあいサロン」 

近隣の住宅でふれあいサロンを週３回行っています。また、

イベントの開催、参加により、地域交流を図っています。 

 

「あかね祭り」（バザー）「ふれあい会食」等の開催 

今年は「あかね祭り」（バザー）に１５０名を超えるお客様にご来場いただき大

盛況でした。また、区民まつりや外部イベントに参加しています。 
 

●ボランティア体験・視察の受け入れ 

 学生、社会人、シルバー人材センターや行政職員など多彩な皆さんの一日

体験や見学・視察に対応しています。 
 

●食育活動 

 親子料理教室、子ども料理教室、ヘルパーのための料理教室、介護予防栄

養教室、初心者のための料理教室など料理や栄養の指導、食を通じた情報発

信と伝統の継承、様々な提案をしています。 

 

【 小地域づくり 】 <泉区将監二丁目町内会> 

仙台市泉区（旧泉市）に在る将監団地は、１９７０年代に開発さ

れ一丁目から十三丁目まであります。団地内には小学校３校、

中学校２校、近隣に高校もあるマンモス団地です。 

 将監二丁目町内会は現在約３８５世帯で２５班あり、当初は子

供たちも大勢いて毎日賑やかで活気がありました。見ず知ら

ずの住人のお互いの親交を図るために、月１度の町内清掃活動

や夏祭りカラオケ大会、桜まつり等を開催しましたが、４０年以

上経過し今は高齢化率も高くなり中止になった行事もありま

す。 

いつからかは明確でありませんが、親睦を目的とした班ごと

の会議が年１度あります。 

町内会から助成金が出るので、お弁当付きの茶話会や外食に出

かける班もあります。 

但し、任意なのでやらない班もあります。昨年７班では前年度

の班長がお世話役を担い、集会所でお弁当やお菓子を食べな

がらおしゃべりを楽しんで親睦を深めています。 

また、秋には将監二丁目町内会・各種愛好会合同での芋煮会

が青空の下で開催され、老若男女が集い交流を図っています。 

 平成２７年度現在の泉区の高齢化率は２３．３２%ですが、将監二

丁目の高齢化率は男性４１．１%、女性３８．５%です。 

高齢社会が目前の平成７年に、地域で食に係る活動をしてい

た女性たちが、配食サービスを始めた。その後、〝高齢にな

っても障がいがあっても、安心して暮らし続けることの出来

る社会を市民参加でつくる〞を目標に、ＮＰＯ法人を取得し、 

「こんなサービスがあったらいいね」の住民の声を聞き、現

在は、乳幼児期から高齢期の方への支援事業を展開してい

ます。 

 

 

～～～ 学齢期対象支援事業 ～～～ 

障がいのある小中高生に放課後や長期休暇中に居場所を保

障し、集団遊びや個別活動を通して、生活能力の向上、自立

を促進する事業を行っています。 

 

～～～ 高齢期対象支援事業 ～～～ 

配食サービス、サロン活動、助け合い活動(自主事業)、訪問

介護(高齢者)、居宅介護支援事業（障がい児者）、地域ボラン

ティア活動等行っています。 

 

『キッチン歩゜歩゜』を交流の場としたサロン＆カフェ 
 

地域の社会資源として地域包括・地区社協・民生委員・町内会 

等と連携して、より多くの方に活動支援やカフェでの楽しさ 

を伝えて、交流の輪を広めている。地域の障がい理解をすす 

めたいと開いたキッチン歩゜歩゜は、現在、高齢者が集うサロ 

ンにもなり、健康麻雀、絵手紙、折り紙、そば打ち同好会の 

〝そばの日〞等が開かれている。毎月第３金曜日には、地域 

包括支援センターと共催して介護予防を目的のカフェが開 

かれています。（カフェでは、飲み物とお菓子がでます）誰も 

が気軽に立ち寄って、日替わりランチ、コーヒー、お弁当、お 

惣菜やたい焼き等を買い求めることができます。 

 

 

 

地域の高齢者等が集う、ミニ講話に介護情報や人と関わる

ゲーム、歌、お喋りありの和気藹々のカフェです。 

 

介護をされている方、終えられた方の家族会が悩みや不安 

を共有し、情報交換の場として交流しています。 

一方、将監九丁目は男性１１．０%、女性１４．５%となっており

地域によって差があります。 

 今春、将監二丁目集会所新築着工が具体化したので、

高齢化率にめげずに地域の人たちが集える拠点として

活用できることを楽しみにしています。 

 

 

 

～～～ 乳幼児期対象支援事業 ～～～ 

平成２３年から仙台市から指定管理事業として受託し、発達に

何らかの心配のある幼児に遊びを通した療育と保護者への

子育てのサポートをしている。平成２９年から児童発達支援セ

ンターとして地域の子育ての相談窓口になっています。 

 

 

～～～ 成人期対象支援事業 ～～～ 

発達障がいのある方や自閉症スペクトラムの方など共に自

立に向けての就労支援を一貫して行っています。(就労前支
援→就労支援→就労後支援) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域包括ケア推進検討委員会」だより 

 

◆平成２９年度 第４回理事会 
 

★平成２９年１１月２１日（火）、仙台市生涯学習支援セ

ンターにおいて第４回理事会が開催されました 

主な活動報告、審議事項は次のとおり 

ア）「住まい」フォーラムの成果と反省について 

イ）調査、調査活動について 

ウ）諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画に

ついて 

エ）広報、財政、組織、総務関係について 

オ）地域包括ケア体制の推進について 

カ）常任三役会議の報告について 

キ）その他 

（※詳細については事務局備付けの議事録を閲覧

願います） 

* * * 理 事 会 模 様 * * * 

◆平成２９年度第５回委員会模様 
 
★平成２９年１１月１０日(金)仙台市生涯学習センター会 

議室において、熊谷、仲野、本間、團、前田、栗原、荒井 

の各推進委員会メンバー出席のもと第５回委員会を 

開催しました。 

１）10月８日(日)に開催された「サービス付き高齢者住 

宅」フォーラムの報告と感想・反省 

２）「地域包括ケアシステム」の今後の取組について、 

①独自活動として何ができるのか 

②他団体との連携した活動のあり方 

③他団体の取組状況の把握 

④高齢者だから、できることは何か 

⑤地域でできることは何か 

⑥対応する人員が現時点不足している 

⑦鶴ケ谷地区に、３０年４月オープンする「ハートケ 

ア鶴ケ谷」への支援の検討 
 
など他団体との更なる連携に取組み並びに活動の

展開方法について検討を進めていくことなど意見交

換を行った。 

１０月８日、全国介護者支援団体連合会主催・当会

協力による、地域包括ケアシステムにおける高齢者

住まいの「サービス付き高齢向け住宅」って何？と

いうフオーラムが開催されました。 

第１部の基調講演では厚生労働省老健局高齢者

支援課課長補佐上野翔平氏が「地域包括ケアの推

進と高齢者住宅」をテーマに「①高齢者の人口増加

率は地域によって違い、取り組み方も変わってくる。

②介護予防に重点的に取り組んだ結果、介護認定

率が下がった自治体もある。③有料老人ホームと

サービス付き高齢者向け住宅の合計が６０万床を越

え、特別養護老人ホームの数よりも多くなってい

る。④高齢者の住まいに関する情報が満載のホー

ムページ『介護サービス情報公表システム』の活用

について」など講演されました。

第２部パネルデｲスカッションでは、コメンテーター

として、厚労省の上野氏、全国介護者支援団体連合

会の牧野氏が加わり、介護者サポートネットワーク・

ケアむすびの坂本氏、宮城県ケアマネジャー協会研

修担当委員の寺崎氏、仙台市社会福祉協議会泉区

事務所の春氏、シルバーネットの千葉編集長がコー

ディネーターの東海林氏(ケアむすび代表)の司会

により、それぞれの取り組み、事例報告、意見等を述

べ合いました。 

 

フォーラム開催模様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１5 年度 事業活動状況 ２０１5 年度 事業活動状況 ２０１5 年度 事業活動状況 

①総会の案内 

②その他 

フォローアップ研修会模様 

７月24日に開始した「地域密着型サービス外部評価

活動」は第２四半期２０事業所、１０月は２２事業所、１１

月は１６事業所、１２月は２１事業所（予定を含む）合計７

９事業所の評価活動を終えています。 

今年度の評価活動対象事業所は約１２３事業所です

ので１２月末の進捗率は６４％となっています。 

また、情報の公表調査活動は９月１日に開始し、９月

は１４０事業所、１０月は１６４事業所、１１月は１７０事業

所、１２月は１１１事業所（予定を含む）合計 585 事業所

の調査活動を終えています。 

今年度の調査対象事業所は約８１1事業所と昨年度

の約２倍の事業所となっていますので、１２月末の進

捗率は 72％となっています。

宮城県内の特別養護老人ホーム（仙台市２１ホーム、

仙台近郊８ホーム、仙北地域２５ホーム、仙南地域６

ホーム）について、施設紹介写真、入居定員、利用経

費概要、施設の特徴、サービス内容等々を当会ホー

ムページのみやぎ介護サービス便利帳

（http://www.ichimannin.com）で紹介しておりますが、

この度「暁星園」（仙台市コーナー）「青風園」（仙北

地域コーナー）の 2 ホーム追加掲載しましたのでご

覧下さい。 

 

  
平成３０年１月から平成３０年４月までの開催日

程は次のとおりです 
 

☆開催日程（３０年１月～３０年４月） 
 

✤１月２４日（水）  相談役 安田廣冶司法書士 

✤２月２３日（金） 相談役 武田貴志弁護士 

✤３月２２日（木） 相談役 安田廣冶司法書士 

✤４月１８日（水） 相談役 武田貴志弁護士 

 

平成29年12月19日(火)仙台市生涯学習支援センタ

ー(旧中央市民センター)第2セミナ一室において 

第２回地域密着型サービス外部評価フォローアップ

研修会が開催されました。 

①県のガイドライン、サービス実施要綱並びに家族

アンケートの集計結果について解説、報告、 

②新人主任調査について 

③報告書作成に関するグループワーク 

についての研修が行われました。 

 

「一万人市民委員会宮城成年後見センターみやぎ」

を立ち上げました。 

・最近物忘れが多く通帳やお金の管理ができなく

なってきた 

・一人暮らしで日常生活や身辺の管理など不安 

・介護サービスを受けたり病院を受診するのに必要

な契約や手続きが一人ではできず不安 

・離れて暮らしている親の判断能力が低下してき

ている 

このようなことで、成年後見制度をご利用されたい

場合は当センターへお気軽に相談下さい。 
 

【 受付時間 】 

 ・月～金（祝日を除く） ９：００～１７：００ 

【 受付電話 】 

・電話：022-293-8158 ・FAX：022-293-8230 
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記 
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の

今
年
の
目
標
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

昨
年
一
万
人
市
民
委
員
会
で
は
設
立
二
十
周
年
の
記

念
行
事
を
開
催
し
、記
念
誌
も
発
行
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、新
た
に
八
名
の
新
調
査
員
の
皆
さ
ん
を
迎
え

ま
し
た
。
気
持
ち
を
新
た
に
共
に
邁
進
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
さ
て
、二
千
十
七
年
の
出
来
事
と
し
て
、

ト
ラ
ン
プ
大
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領
就
任
・ミ
サ
イ
ル
問
題
（北
）・政
治
家

の
不
祥
事
。
大
手
企
業
の
粉
飾
及
び
偽
装
改
ざ
ん
等
、

色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
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そ
ん
な
中
、眞
子
さ
ま
ご
婚
約
等
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

は
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
で
あ

る
戌
年
生
ま
れ
の
人
は
、「
義
理
人
情
に
厚
く
、十
二
支

の
中
で
最
も
誠
実
さ
に
溢
れ
た
人
で
す
」
と
か
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今

年
は
「
誠
実
」
「
謙
虚
」
が
本
当
の
意
味
で
重
ん
じ
ら
れ

る
社
会
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

（栗 

原
） 

今年の夏は雨の日が多かった。登山の予定を立てて、1週間

前から現地の天気予報をインターネットでチエックして、いざ

現地に着くと、翌日から雨で足止めをくうことが何回もあっ

た。 

７月２７日早朝、自宅を出て長野県小谷村雨飾山登山口に夕方

到着し車中泊する。ほかに数台駐車していた。 

今回は雨飾山と高妻山、妙高山、火打山を登る予定だ。明日

の予報は午前中曇りで午後から雨、午前中に登山を終えたい

と思いながら眠りについた。朝方４時前に起きたが、あいにく

雨が降っている、食事をして７時ころまで様子を見ていたが

上がる気配がない。待っていた人達もあきらめて帰り始めた。

横浜から来ていた人達は栂池自然園を見て帰るといって去っ

ていった。待っていてもしょうがなく、次の高妻山へ向かい、

途中戸隠神社奥社に参拝した。神社の裏手には戸隠山の岩峰

がそびえている。 

ビジターセンターで高妻山の情報を聞くと、昨日雨で川が

増水し下山できなくなった数人がレスキューに救助されたと

聞き、断念せざるを得なく、次の妙高山登山口燕温泉へ移動

した。近くにある、露天風呂「黄金の湯」につかり暖まって眠っ

た。 

目が覚めると、雨がしとしと降っている、午後は少し上がる予

報に期待をかけ、雨具を着て６時１０分に出発した。途中、誰と

も会うことなく１１時半ごろ山頂に着いた。辺りはガスにけむり

視界はない、時折雲の切れ間に外輪山が鋭く切れ落ちている

のが見えた。もう一人いたので、写真を撮ってもらい、お昼を

食べて同じ道を下山した。全身汗まみれの体を黄金の湯で流

し、次の火打山登山口「笹ヶ峰」へ移動した。 

翌日は曇りであったが登山道は泥んこ道になっていて歩きに

くかった。山頂手前の天狗の庭で、雪解跡に咲いている、はく

さんコザクラのあまりの可愛さに、思わずウワーと声を上げて

しまった。この日往復１１時間の行程で体はクタクタに疲れてい

たが登り終えた安ど感と満たされた気持ちでいっぱいになっ

た。８月１２日に再度、雨飾山と高妻山にチャレンジし無事リベン

ジすることができた。今シーズンは天城山に始まり、最後に南

アルプス光岳を登り、数えてみると１４座達成していた。北アル

プス鹿嶋槍ヶ岳から八峰キレットを経て五竜岳への縦走を成し

得たのは生涯に残る思い出となった。 

５０歳から始めた登山であるが、きっかけは、当時兼業農家で

米作りをしていたが親せきに任せることになり時間に余裕が

できたことである。自分一人でもできるスポーツ、知らない山

へ登ることに興味があり始めることになる。初めて登ったの

が秋田の鳥海山、何もわからず地図も持たず、行った先で仙

台から来ていた年配の男性（布施さん）に声をかけ同行しても

らった、登りの６時間は長かった。帰りは一人で下り、途中何度

か道迷いしそうになった。それ以来、知識と経験がなければ登

れないことを知った。それから登山に関する本を読んだり、登

山講習会に参加していろんな人の話を聞いたりして、週末を

中心に登り続けてきた。今年で登山歴２０年になる、あと１１座残

すところとなった。 

編集委員 
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